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『吉備津の釜』における賢妻から怨霊へ

の変貌 

李 欣倫 

キーワード：慳しき性、牝鶏晨す、弱い男、雄雄しい、悲劇

的 

 

日本の怪異小説の中で、群を抜いている『雨月物語』

は江戸中期の国学者上田秋成の代表作である。本篇で

は女性の視点から「吉備津の釜」における両性の確執

を考察した。 

「吉備津の釜」の『五雑俎』による冒頭文を物語の

結末に照らし合わせると、プロローグと物語全体の発

展との間に調和が取れていないように思われる。私見

では、『五雑俎』の一節の引用もこの作品のモチーフも、

女の嫉妬の恐ろしさを強調することによって男性読者

を戒めるものと考えられる。秋成は磯良を鬼に変貌さ

せたことによって、女の慳しき性は理性的なものでは

なく、非人間的なものであることを強調しようとした。 

「吉備津の釜」に登場した三人の女性の中に、磯良

の結婚の話を進めた磯良の母がいるが、彼女は非常に

重要な役割を担っている。彼女の「牝鶏晨す」式の決

断から見ると、秋成は「弱い男」と「強い女」のコン

ビが常に不幸な結果をもたらすことを読者に戒めたい

ということが分かる。「吉備津の釜」に登場したもう一

人の女性は遊女の袖である。袖についての描写は非常

に少ないが、磯良と正太郎の仲に割り込んだ第三者と 

しての袖は、話の発展にかなり大きな影響を与える役

割を担っている。本篇では、袖の外見と性格を通して、

正太郎の袖への感情を再考した。 

「吉備津の釜」に見られる女性観は、どんな女でも

「慳しき性」を持っているというものである。もし、

男性が雄雄しい人物であれば、女の「慳しき性」も現

れる余地がないはずである。秋成は磯良の女性像を通

して、「慳しき性」の恐ろしさを男性読者に伝えようと

した。この物語の結末の部分は、正太郎の無残な最期

を通して、「男の姧たる性」は結局、罰せられなければ

ならない、と世の男たちを戒めている。あくまでも男

性への教訓を中心とする「吉備津の釜」は、しかし、

女性への同情を示すものとは言えない。とにかくこの

作品に見られる親子愛、夫婦愛そして男女の不倫愛は、

本質的には悲劇的な性格を持っていると言えよう。登

場した女性たちの姿から、秋成の女性に対するマイナ

スのイメージが読み取れることも看過することができ

ないと考えられる。 

 

り きんりん／台湾大學 日本語学科大学院 4 年 

 

 

 

身体部位詞の「手」に関する空間意識につ

いての一考察 

―「方向」の用法を中心に ― 

林 科成 

 

現代日本語では、身体部位を指す「手」が多義的構

造を持っている。いろいろな意味の中で、「右手には山

が見えた」のように、「手」が「方向性」を含んでいる

表現は少なくない。そのため、本稿の目的は、身体部

位詞の「手」が「方向性」という意味へ如何に拡張し

たのか、すなわち、人間が「手」を理解するに際して、

どのようなプロセスで身体部位と関係のないように見

える「方向」の意味と結び付けさせるか、を明らかに

することである。 

本稿で取り上げられた考察対象は 13 語である。具体

的な分析の方法としては、認知言語学において、多義

語の形成には欠かせない人間の重要な認知能力と認め

られる、メタファーとメトニミーとの概念を導入した

い。構成は三つの部分に分けられる。まずは「右手」

と「左手」という、「身体性」の意味がまだ強く残って

いる言葉から分析を行ったことである。次に、「山の手」、

「海手」といった自然界のモノを表す定着した表現に

ついて、辞書にのっている記述を考察しながら、その

意味解釈の曖昧さを指摘した。最後、「行く手」などの

抽象性がやや高い言葉を対象に考察した後、前の二種

類の言葉と照らし合わせ、「方向」を表す「手」の諸用

語が同一のプロセスによって派生されたか否かについ

て比較的に分析し結論を提案した。 

 

りん かせい／台湾大學 日本語学科大学院 3 年 


